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＜今朝の聖書から
【墓前礼拝
れました。思い出しましょう。葬儀という礼拝を教会として行い、共
同墓地に、信仰
人にできることとして、ルカは、
フと云う、身分が高いとされた人を紹介しています。この人は、“誰
も葬られていない”墓を持っていました。ここに、イエスの亡き骸を
引き取り葬りました。尊敬する人の死に際してできる最高のことを
しました。けれども、
を拒否されました。私たちも、やがての日には、人を
け続けてきた、死からすくわれ“しかし、実際、キリストは死者の中
から復活し、眠りについた人たちの初穂となられました（Ⅰコリント
15：20）”とパウロが告白しているように、教会のよ
活の出来事を経験するのです。
【エマオ
いると書かれています（
は１８５ｍとありますので、１１㎞程になります。
書き始められていますから、復活の日の出来事です。
に、クレオパたちのイエス像が記されていることにも気が付きま
す。“ナザレのイエスのことです。この方は、神と民全体の前で、
行いにも言葉にも力のある預言者でした”と
要点でしょう。
彼らが変えられるまで、彼らの理解は、このようにしか、文字や言
葉にできないものでした。“捕らえられ、裁きを受けて、彼は命を
取られた。誰が思い巡らしたであろうか。わたしの民の背きのゆえ
に、彼が神の手にかかり、命ある者の地から断たれたことを。彼は
不法を働かず、その口に偽りもなかったのに、その墓は神に逆ら
う者と共にされ、富める者と共に葬られた”と、イザヤ書の
にあることも、ルカ
含まれていたことでしょう。
すから、この三人の足はゆっくりとしたものだったのでしょう。
【教会は】
の心は燃えていたではないか（
私たちは、人に伝えようとしています。
そうです。神の民に加えられなければ困るのです。
ったい何処
主にお出会い出来ない毎日
いのです。毎主日、主に出合っているのではないでしょうか。
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